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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示パネルの駆動装置

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ表示装置の経時変化による輝度特性
の低下を補償することができる駆動装置を提供するこ
と。
【解決手段】  スイッチ３１をｂ側に接続し、定電流源
３２により駆動用ＴＦＴ２２を介して有機ＥＬ素子Ｅ１
を駆動する。この時の有機ＥＬ素子Ｅ１のアノード電圧
値に対応する値がＡ／Ｄ変換回路３３によってデジタル
データに変換される。このデータは、有機ＥＬ素子Ｅ１
の経時変化による輝度特性の情報として扱われ、輝度情
報メモリ３５に格納される。表示パネル６を発光駆動さ
せる場合には、スイッチ３１はａ側に接続され、輝度情
報メモリ３５より読み出した輝度特性の情報に基づい
て、アナログ増幅回路３７による駆動電圧で有機ＥＬ素
子Ｅ１が駆動される。これにより、有機ＥＬ素子の経時
変化による輝度特性の低下を補償することができる
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数個の有機ＥＬ素子を配列させて構成
した表示パネルと、前記各ＥＬ素子に対して発光駆動エ
ネルギーを選択的に供給する駆動手段とが備えられた有
機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、
前記各有機ＥＬ素子を所定の電流値で駆動した時の各Ｅ
Ｌ素子に生成されるアノード電圧値に関する情報を計測
する計測手段と、
前記計測手段によって得られたそれぞれのＥＬ素子に対
応するアノード電圧値に関する情報に基づいて、前記駆
動手段によって各ＥＬ素子に選択的に供給する発光駆動
エネルギーを個々に制御する輝度制御手段と、を備えた
ことを特徴とする有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項２】  前記ＥＬ素子の動作温度を検出する温度
検出手段がさらに具備され、前記輝度制御手段は、前記
計測手段によって得られたそれぞれの有機ＥＬ素子に対
応するアノード電圧値に関する情報および前記温度検出
手段により得られる有機ＥＬ素子の動作温度の情報に基
づいて、各ＥＬ素子に選択的に供給する発光駆動エネル
ギーを個々に制御するように構成した請求項１に記載の
有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項３】  複数個の有機ＥＬ素子を配列させて構成
した表示パネルと、前記各ＥＬ素子に対して発光駆動エ
ネルギーを選択的に供給する駆動手段とが備えられた有
機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、
前記各有機ＥＬ素子を所定の電流値で駆動した時の各Ｅ
Ｌ素子に生成されるアノード電圧値に関する情報を計測
する計測手段と、
前記計測手段により計測された各ＥＬ素子におけるアノ
ード電圧値に関する情報を記憶する記憶手段と、
前記記憶手段に記憶したそれぞれのＥＬ素子に対応する
アノード電圧値に関する情報に基づいて、前記駆動手段
によって各ＥＬ素子に選択的に供給する発光駆動エネル
ギーを個々に制御する輝度制御手段と、を備えたことを
特徴とする有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項４】  前記有機ＥＬ素子の動作温度を検出する
温度検出手段がさらに具備され、前記輝度制御手段は、
前記記憶手段に記憶したそれぞれのＥＬ素子に対応する
前記アノード電圧値に関する情報および前記温度検出手
段により得られるＥＬ素子の動作温度の情報に基づい
て、各ＥＬ素子に選択的に供給する発光駆動エネルギー
を個々に制御するように構成した請求項３に記載の有機
ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項５】  前記有機ＥＬ素子の動作温度を検出する
温度検出手段は、前記表示パネル内に形成され、表示機
能として利用しない有機ＥＬ素子を用いたことを特徴と
する請求項２または請求項４に記載の有機ＥＬ表示パネ
ルの駆動装置。
【請求項６】  前記温度検出手段は、表示機能として利
用しない有機ＥＬ素子に対して所定の電流値を供給する
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電流供給手段と、当該電流供給手段によって所定の電流
値を供給したときに、表示機能として利用しない前記有
機ＥＬ素子に生成されるアノード電圧値に関する情報を
検出する電圧検出手段を含む請求項５に記載の有機ＥＬ
表示パネルの駆動装置。
【請求項７】  前記ＥＬ素子の動作温度を検出する温度
検出手段は、サーミスタを含むことを特徴とする請求項
２または請求項４に記載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装
置。
【請求項８】  前記表示パネルを構成する複数個の有機
ＥＬ素子が、各ＥＬ素子に対応して配置された駆動用ト
ランジスタを含む駆動手段によって発光駆動されるアク
ティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、
前記輝度制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞ
れのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情
報に基づいた駆動電圧値を、前記駆動用トランジスタの
オン動作にしたがって、各ＥＬ素子にそれぞれ印加する
ように構成した請求項３に記載の有機ＥＬ表示パネルの
駆動装置。
【請求項９】  前記表示パネルを構成する複数個の有機
ＥＬ素子が、各ＥＬ素子に対応して配置された駆動用ト
ランジスタを含む駆動手段によって発光駆動されるアク
ティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、
前記輝度制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞ
れのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情
報に基づいた駆動電圧値を、前記駆動用トランジスタの
制御用電極に供給し、各ＥＬ素子は前記各駆動用トラン
ジスタの駆用電極の出力によって、それぞれ駆動される
ように構成した請求項３に記載の有機ＥＬ表示パネルの
駆動装置。
【請求項１０】  前記駆動用トランジスタの制御用電極
としてのゲート電極には、制御用トランジスタのソース
電極またはドレイン電極の一方が接続され、前記制御用
トランジスタのソース電極またはドレイン電極の他方
に、それぞれのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値
に関する情報に基づいた駆動電圧値が印加されるように
構成した請求項９に記載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装
置。
【請求項１１】  前記表示パネルを構成する複数個の有
機ＥＬ素子が、各ＥＬ素子に対応して配置された駆動用
トランジスタを含む駆動手段によって発光駆動されるア
クティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であっ
て、
前記輝度制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞ
れのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情
報に基づいたパルス幅変調波を、前記駆動用トランジス
タの制御用電極に供給し、各ＥＬ素子は前記各駆動用ト
ランジスタの駆動用電極の出力によって、それぞれ駆動
されるように構成した請求項３に記載の有機ＥＬ表示パ
ネルの駆動装置。
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【請求項１２】  前記駆動用トランジスタの制御用電極
としてのゲート電極には、制御用トランジスタのソース
電極またはドレイン電極の一方が接続され、前記制御用
トランジスタのゲート電極に、それぞれのＥＬ素子に対
応する前記アノード電圧値に関する情報に基づいたパル
ス幅変調波が印加されるように構成した請求項１１に記
載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項１３】  前記表示パネルを構成する複数個の有
機ＥＬ素子が、各ＥＬ素子に対応して配置された駆動用
トランジスタを含む駆動手段によって発光駆動されるア
クティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であっ
て、
前記輝度制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞ
れのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情
報および前記温度検出手段により得られるＥＬ素子の動
作温度の情報に基づいた駆動電圧値を、前記駆動用トラ
ンジスタのオン動作にしたがって、各ＥＬ素子にそれぞ
れ印加するように構成した請求項４ないし請求項７のい
ずれかに記載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項１４】  前記表示パネルを構成する複数個の有
機ＥＬ素子が、各ＥＬ素子に対応して配置された駆動用
トランジスタを含む駆動手段によって発光駆動されるア
クティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であっ
て、
前記輝度制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞ
れのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情
報および前記温度検出手段により得られるＥＬ素子の動
作温度の情報に基づいた駆動電圧値を、前記駆動用トラ
ンジスタの制御用電極に供給し、各ＥＬ素子は前記各駆
動用トランジスタの駆動用電極の出力によってそれぞれ
駆動されるように構成した請求項請求項４ないし請求項
７のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項１５】  前記駆動用トランジスタの制御用電極
としてのゲート電極には、制御用トランジスタのソース
電極またはドレイン電極の一方が接続され、前記制御用
トランジスタのソース電極またはドレイン電極の他方
に、それぞれのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値
に関する情報およびＥＬ素子の動作温度の情報に基づい
た駆動電圧値が印加されるように構成した請求項１４に
記載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項１６】  前記表示パネルを構成する複数個の有
機ＥＬ素子が、各ＥＬ素子に対応して配置された駆動用
トランジスタを含む駆動手段によって発光駆動されるア
クティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であっ
て、
前記輝度制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞ
れのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情
報および前記温度検出手段により得られるＥＬ素子の動
作温度の情報に基づいたパルス幅変調波を、前記駆動用
トランジスタの制御用電極に供給し、各ＥＬ素子は前記*
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*各駆動用トランジスタの駆動用電極の出力によってそれ
ぞれ駆動されるように構成した請求項４ないし請求項７
のいずれかに記載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【請求項１７】  前記駆動用トランジスタの制御用電極
としてのゲート電極には、制御用トランジスタのソース
電極またはドレイン電極の一方が接続され、前記制御用
トランジスタのゲート電極に、それぞれのＥＬ素子に対
応する前記アノード電圧値に関する情報およびＥＬ素子
の動作温度の情報に基づいたパルス幅変調波が印加され
るように構成した請求項１６に記載の有機ＥＬ表示パネ
ルの駆動装置。
【請求項１８】  前記表示パネルを構成する複数個の各
有機ＥＬ素子が、複数のドライブ線と複数の走査線の交
点位置にそれぞれ接続され、前記走査線を走査しながら
所望のドライブ線に定電流駆動源を接続する動作をなす
駆動手段によって、前記ＥＬ素子が発光駆動されるパッ
シブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、
前記輝度制御手段は、前記定電流駆動源による所定の電
流値で各ＥＬ素子を駆動した時のそれぞれのＥＬ素子に
対応する前記アノード電圧値に関する情報を計測手段に
よって計測し、前記計測手段による前記アノード電圧値
に関する情報に基づいて前記定電流駆動源よりもたらさ
れる定電流値を個々に制御するように構成した請求項１
または請求項３に記載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装
置。
【請求項１９】  前記表示パネルを構成する複数個の各
有機ＥＬ素子が、複数のドライブ線と複数の走査線の交
点位置にそれぞれ接続され、前記走査線を走査しながら
所望のドライブ線に定電流駆動源を接続する動作をなす
駆動手段によって、前記ＥＬ素子が発光駆動されるパッ
シブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、
前記輝度制御手段は、前記定電流駆動源による所定の電
流値で各ＥＬ素子を駆動した時のそれぞれのＥＬ素子に
対応する前記アノード電圧値に関する情報を計測手段に
よって計測し、前記計測手段による前記アノード電圧値
に関する情報および前記温度検出手段により得られるＥ
Ｌ素子の動作温度の情報に基づいて、前記定電流駆動源
よりもたらされる定電流値を個々に制御するように構成
した請求項４ないし請求項７のいずれかに記載の有機Ｅ
Ｌ表示パネルの駆動装置。
【請求項２０】  前記計測手段による計測は、有機ＥＬ
表示パネルの動作電源をオンとする指令、または動作電
源をオフとする指令に基づいて実行されるように構成し
た請求項３または請求項８ないし請求項１７のいずれか
に記載の有機ＥＬ表示パネルの駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、有機エレクトロ
ルミネッセンス（ＥＬ）素子を駆動する技術に関し、特
にＥＬ素子の発光輝度を調整することができる有機ＥＬ



(4) 特開２００２－２２９５１３

10

20

30

40

50

5
表示パネルの駆動装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置に代わる低消費電力および
高表示品質、並びに薄型化が可能な表示装置として、Ｅ
Ｌ表示装置が注目されている。これはＥＬ表示装置に用
いられるＥＬ素子の発光層に、良好な発光特性を期待す
ることができる有機化合物を使用することによって、実
用に耐えうる高効率化および長寿命化が進んだことも背
景にある。
【０００３】有機ＥＬ素子は、電気的には図８のような
等価回路で表すことができる。すなわち、有機ＥＬ素子
は、寄生容量成分Ｃと、この容量成分に並列に結合する
ダイオード成分Ｅとによる構成に置き換えることがで
き、有機ＥＬ素子は容量性の発光素子であると考えられ
ている。この有機ＥＬ素子は、発光駆動電圧が印加され
ると、先ず、当該素子の電気容量に相当する電荷が電極
に変位電流として流れ込み蓄積される。続いて当該素子
固有の一定の電圧（発光閾値電圧＝Ｖth）を越えると、
電極（ダイオード成分Ｅのアノード側）から発光層を構
成する有機層に電流が流れ初め、この電流に比例した強
度で発光すると考えることができる。
【０００４】図９は、このような有機ＥＬ素子の発光特
性を示したものである。これによれば、図９（Ａ）に示
すように有機ＥＬ素子は、駆動電流（Ｉ）にほぼ比例し
た輝度（Ｌ）で発光し、図９（Ｂ）に実線で示すように
駆動電圧（Ｖ）が発光閾値電圧（Ｖth）以上の場合にお
いて急激に電流（Ｉ）が流れて発光する。換言すれば、
駆動電圧が発光閾値電圧（Ｖth）以下の場合には、ＥＬ
素子には電流は殆ど流れず発光しない。したがってＥＬ
素子の輝度特性は、図９（Ｃ）に実線で示すように前記
閾値電圧（Ｖth）より大なる発光可能領域においては、
それに印加される電圧（Ｖ）の値が大きくなるほど、そ
の発光輝度（Ｌ）が大きくなる特性を有している。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで、前記した有
機ＥＬ素子は、長期の使用によって素子の物性が変化
し、素子自身の抵抗値が大きくなるという特性も有して
いる。このために、有機ＥＬ素子は図９（Ｂ）に示した
ように実使用時間によって、Ｖ－Ｉ特性が矢印に示した
方向（破線で示した特性）に変化し、したがって、輝度
特性も低下することになる。これにより、入力映像信号
に忠実な輝度階調を表現することが困難になる。
【０００６】例えば、有機ＥＬ素子によりフルカラーの
表示画像を実現するための一つの手段として、赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）の発光をなすことので
きる有機材料を、別々に成膜して配列させたパラレル型
ＲＧＢ法が提案されている。このようなＲＧＢ法を利用
したフルカラー表示装置においては、Ｒ，Ｇ，Ｂの各素
子の累積発光時間が異なること、およびＲ，Ｇ，Ｂの各
発光画素を構成する各有機ＥＬの発光材料によって、そ
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れぞれ輝度低下の速度が異なるために、結局使用時間の
経過と共にカラーバランスがずれるという問題を抱える
ことになる。
【０００７】さらに、有機ＥＬ素子の輝度特性は、概ね
温度によって図９（Ｃ）に破線で示すように変化するこ
とも知られている。すなわちＥＬ素子は、前記した発光
閾値電圧より大なる発光可能領域においては、それに印
加される電圧（Ｖ）の値が大きくなるほどその発光輝度
（Ｌ）が大きくなる特性を有するが、高温になるほど発
光閾値電圧が小さくなる。したがってＥＬ素子は、高温
になるほど小さい印加電圧で発光可能な状態となり、同
じ発光可能な印加電圧を与えても、高温時は明るく低温
時は暗いといった輝度の温度依存性を有している。
【０００８】したがって、前記したパラレル型ＲＧＢ法
によるフルカラーの表示画像を実現させた場合、環境温
度の変化によっても、同様に各Ｒ，Ｇ，Ｂによるカラー
バランスがずれるという問題を抱えることになる。
【０００９】本発明は、前記した技術的な課題に着目し
てなされたものであり、その目的とするところは、経時
変化による輝度特性を一定に保つことができる有機ＥＬ
表示パネルの駆動装置を提供することにある。また本発
明は、これに加えて環境温度が変動しても実質的な発光
輝度特性を一定に保つことのできる有機ＥＬ表示パネル
の駆動装置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】前記した目的を達成する
ためになされた本発明にかかる有機ＥＬ表示パネルの駆
動装置は、複数個の有機ＥＬ素子を配列させて構成した
表示パネルと、前記各ＥＬ素子に対して発光駆動エネル
ギーを選択的に供給する駆動手段とが備えられた有機Ｅ
Ｌ表示パネルの駆動装置であって、前記各有機ＥＬ素子
を所定の電流値で駆動した時の各ＥＬ素子に生成される
アノード電圧値に関する情報を計測する計測手段と、前
記計測手段によって得られたそれぞれのＥＬ素子に対応
するアノード電圧値に関する情報に基づいて、前記駆動
手段によって各ＥＬ素子に選択的に供給する発光駆動エ
ネルギーを個々に制御する輝度制御手段とを備えた点に
特徴を有する。
【００１１】この場合、好ましくは前記有機ＥＬ素子の
動作温度を検出する温度検出手段がさらに具備され、前
記輝度制御手段は、前記計測手段によって得られたそれ
ぞれのＥＬ素子に対応するアノード電圧値に関する情報
および前記温度検出手段により得られるＥＬ素子の動作
温度の情報に基づいて、各ＥＬ素子に選択的に供給する
発光駆動エネルギーを個々に制御するように構成され
る。
【００１２】また、前記した目的を達成するためになさ
れた本発明にかかる有機ＥＬ表示パネルの駆動装置は、
複数個の有機ＥＬ素子を配列させて構成した表示パネル
と、前記各ＥＬ素子に対して発光駆動エネルギーを選択
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7
的に供給する駆動手段とが備えられた有機ＥＬ表示パネ
ルの駆動装置であって、前記各有機ＥＬ素子を所定の電
流値で駆動した時の各ＥＬ素子に生成されるアノード電
圧値に関する情報を計測する計測手段と、前記計測手段
により計測された各ＥＬ素子におけるアノード電圧値に
関する情報を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶
したそれぞれのＥＬ素子に対応するアノード電圧値に関
する情報に基づいて、前記駆動手段によって各ＥＬ素子
に選択的に供給する発光駆動エネルギーを個々に制御す
る輝度制御手段とを備えた点に特徴を有する。
【００１３】この場合、好ましくは前記有機ＥＬ素子の
動作温度を検出する温度検出手段がさらに具備され、前
記輝度制御手段は、前記記憶手段に記憶したそれぞれの
ＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情報お
よび前記温度検出手段により得られるＥＬ素子の動作温
度の情報に基づいて、各ＥＬ素子に選択的に供給する発
光駆動エネルギーを個々に制御するように構成される。
【００１４】そして、前記有機ＥＬ素子の動作温度を検
出する温度検出手段は、好ましくは前記表示パネル内に
形成され、表示機能として利用しない有機ＥＬ素子が用
いられる。この場合、前記温度検出手段は、好ましくは
表示機能として利用しない有機ＥＬ素子に対して所定の
電流値を供給する電流供給手段と、当該電流供給手段に
よって所定の電流値を供給したときに、表示機能として
利用しない前記有機ＥＬ素子に生成されるアノード電圧
値に関する情報を検出する電圧検出手段より構成され
る。
【００１５】一方、前記ＥＬ素子の動作温度を検出する
温度検出手段として、サーミスタを用いることもでき
る。
【００１６】そして、好ましい実施の形態においては、
前記表示パネルを構成する複数個の有機ＥＬ素子が、各
ＥＬ素子に対応して配置された駆動用トランジスタを含
む駆動手段によって発光駆動されるアクティブ駆動型有
機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、前記輝度制御手
段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞれのＥＬ素子に
対応する前記アノード電圧値に関する情報に基づいた駆
動電圧値を、前記駆動用トランジスタのオン動作にした
がって、各ＥＬ素子にそれぞれ印加するように構成され
る。
【００１７】また、好ましい他の実施の形態において
は、前記表示パネルを構成する複数個の有機ＥＬ素子
が、各ＥＬ素子に対応して配置された駆動用トランジス
タを含む駆動手段によって発光駆動されるアクティブ駆
動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、前記輝度
制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞれのＥＬ
素子に対応する前記アノード電圧値に関する情報に基づ
いた駆動電圧値を、前記駆動用トランジスタの制御用電
極に供給し、各ＥＬ素子は前記各駆動用トランジスタの
駆動用電極の出力によってそれぞれ駆動されるように構

8
成される。
【００１８】この場合、前記駆動用トランジスタの制御
用電極としてのゲート電極には、好ましくは制御用トラ
ンジスタのソース電極またはドレイン電極の一方が接続
され、前記制御用トランジスタのソース電極またはドレ
イン電極の他方に、それぞれのＥＬ素子に対応する前記
アノード電圧値に関する情報に基づいた駆動電圧値が印
加されるように構成される。
【００１９】また、好ましいさらに他の実施の形態にお
いては、前記表示パネルを構成する複数個の有機ＥＬ素
子が、各ＥＬ素子に対応して配置された駆動用トランジ
スタを含む駆動手段によって発光駆動されるアクティブ
駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置であって、前記輝
度制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞれのＥ
Ｌ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情報に基
づいたパルス幅変調波を、前記駆動用トランジスタの制
御用電極に供給し、各ＥＬ素子は前記各駆動用トランジ
スタの駆動用電極の出力によってそれぞれ駆動されるよ
うに構成される。
【００２０】この場合、前記駆動用トランジスタの制御
用電極としてのゲート電極には、好ましくは制御用トラ
ンジスタのソース電極またはドレイン電極の一方が接続
され、前記制御用トランジスタのゲート電極に、それぞ
れのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情
報に基づいたパルス幅変調波が印加されるように構成さ
れる。
【００２１】一方、有機ＥＬ素子の動作温度を検出する
温度検出手段の情報を併用するアクティブ駆動型有機Ｅ
Ｌ表示パネルの駆動装置における好ましい実施の形態に
おいては、前記輝度制御手段は、前記記憶手段に記憶さ
れたそれぞれのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値
に関する情報および前記温度検出手段により得られるＥ
Ｌ素子の動作温度の情報に基づいた駆動電圧値を、前記
駆動用トランジスタのオン動作にしたがって、各ＥＬ素
子にそれぞれ印加するように構成される。
【００２２】また、同じく温度検出手段の情報を併用す
るアクティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置にお
ける好ましい他の実施の形態においては、前記輝度制御
手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞれの有機ＥＬ
素子に対応する前記アノード電圧値に関する情報および
前記温度検出手段により得られるＥＬ素子の動作温度の
情報に基づいた駆動電圧値を、前記駆動用トランジスタ
の制御用電極に供給し、各ＥＬ素子は前記各駆動用トラ
ンジスタの駆動用電極の出力によってそれぞれ駆動され
るように構成される。
【００２３】この場合、前記駆動用トランジスタの制御
用電極としてのゲート電極には、好ましくは制御用トラ
ンジスタのソース電極またはドレイン電極の一方が接続
され、前記制御用トランジスタのソース電極またはドレ
イン電極の他方に、それぞれのＥＬ素子に対応する前記
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アノード電圧値に関する情報およびＥＬ素子の動作温度
の情報に基づいた駆動電圧値が印加されるように構成さ
れる。
【００２４】また、同じく温度検出手段の情報を併用す
るアクティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置にお
ける好ましいさらに他の実施の形態においては、前記輝
度制御手段は、前記記憶手段に記憶されたそれぞれのＥ
Ｌ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情報およ
び前記温度検出手段により得られるＥＬ素子の動作温度
の情報に基づいたパルス幅変調波を、前記駆動用トラン
ジスタの制御用電極に供給し、各ＥＬ素子は前記各駆動
用トランジスタの駆動用電極の出力によってそれぞれ駆
動されるように構成される。
【００２５】この場合、前記駆動用トランジスタの制御
用電極としてのゲート電極には、好ましくは制御用トラ
ンジスタのソース電極またはドレイン電極の一方が接続
され、前記制御用トランジスタのゲート電極に、それぞ
れのＥＬ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情
報およびＥＬ素子の動作温度の情報に基づいたパルス幅
変調波が印加されるように構成される。
【００２６】さらに、この発明にかかる駆動装置の好ま
しい実施の形態においては、前記表示パネルを構成する
複数個の各有機ＥＬ素子が、複数のドライブ線と複数の
走査線の交点位置にそれぞれ接続され、前記走査線を走
査しながら所望のドライブ線に定電流駆動源を接続する
動作をなす駆動手段によって、前記ＥＬ素子が発光駆動
されるパッシブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置で
あって、前記輝度制御手段は、前記定電流駆動源による
所定の電流値で各ＥＬ素子を駆動した時のそれぞれのＥ
Ｌ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情報を計
測手段によって計測し、前記計測手段による前記アノー
ド電圧値に関する情報に基づいて前記定電流駆動源より
もたらされる定電流値を個々に制御するように構成され
る。
【００２７】また、同じくパッシブ駆動型有機ＥＬ表示
パネルの駆動装置における他の好ましい実施の形態にお
いては、前記輝度制御手段は、前記定電流駆動源による
所定の電流値で各ＥＬ素子を駆動した時のそれぞれのＥ
Ｌ素子に対応する前記アノード電圧値に関する情報を計
測手段によって計測し、前記計測手段による前記アノー
ド電圧値に関する情報および前記温度検出手段により得
られるＥＬ素子の動作温度の情報に基づいて、前記定電
流駆動源よりもたらされる定電流値を個々に制御するよ
うに構成される。
【００２８】加えて、前記したアクティブ駆動型有機Ｅ
Ｌ表示パネルの駆動装置においては、前記計測手段によ
る計測が、好ましくは有機ＥＬ表示パネルの動作電源を
オンとする指令、または動作電源をオフとする指令に基
づいて実行されるように構成される。
【００２９】前記した有機ＥＬ表示パネルの駆動装置に
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よると、各ＥＬ素子を所定の電流値で駆動した時の各Ｅ
Ｌ素子に生成されるアノード電圧値またはアノード電圧
値に対応する情報が計測手段によって計測される。ここ
で、アクティブ駆動型有機ＥＬ表示パネルの駆動装置に
おいては、前記計測手段によって計測された各ＥＬ素子
の前記アノード電圧値に関する情報は、記憶手段におい
て各ＥＬ素子に対応してそれぞれ記憶される。
【００３０】そして、各ＥＬ素子に対応して配置された
駆動用トランジスタのオン動作に同期して、前記記憶手
段において記憶された各ＥＬ素子のアノード電圧値に関
する情報が読み出され、駆動用トランジスタによって発
光駆動されるそれぞれのＥＬ素子に対して、前記情報に
基づいた駆動電圧値が印加される。これにより、個々の
ＥＬ素子の発光輝度が制御され、経年変化による個々の
ＥＬ素子の輝度特性の低下が補償される。
【００３１】また、同じくアクティブ駆動型有機ＥＬ表
示パネルの駆動装置においては、前記記憶手段において
記憶された各ＥＬ素子のアノード電圧値に関する情報が
読み出され、前記駆動用トランジスタの制御電極に対し
て、前記情報に基づいた駆動電圧値を印加する手段、ま
たは前記情報に基づいたパルス幅変調（ＰＷＭ）波を印
加する手段が採用される。これにより、同様に個々のＥ
Ｌ素子の発光輝度が制御され、経年変化による個々のＥ
Ｌ素子の輝度特性の低下が補償される。
【００３２】また、パッシブ駆動型有機ＥＬ表示パネル
の駆動装置においては、ドライブ線に接続された定電流
源により点灯駆動される各ＥＬ素子に生成されるアノー
ド電圧値またはアノード電圧値に対応する情報が計測手
段によって計測される。そして、計測手段によって計測
された各ＥＬ素子の前記アノード電圧値に関する情報に
基づいて、前記定電流源よりもたらされる定電流値が個
々に制御される。これにより、個々のＥＬ素子の発光輝
度が制御され、経年変化による個々のＥＬ素子の輝度特
性の低下が補償される。
【００３３】一方、前記ＥＬ素子の動作温度を検出する
温度検出手段からの情報を用いて、個々のＥＬ素子の発
光輝度を制御する手段も併用することができる。この場
合、前記したアクティブ駆動型の場合においては、前記
記憶手段により読み出されたそれぞれのＥＬ素子に対応
するアノード電圧値に対応する情報と前記温度検出手段
から得られた情報に基づいて、各ＥＬ素子に選択的に供
給する発光駆動エネルギーを個々に制御するようになさ
れる。
【００３４】そして、発光駆動エネルギーの制御手段と
しては、前記したように各ＥＬ素子に対応して個々に制
御された電圧値またはＰＷＭ波が利用される。これによ
り、経年変化による個々のＥＬ素子の輝度特性の低下の
補償と共に、環境温度の変化によるＥＬ素子の発光輝度
の変動を効果的に抑制させることができる。
【００３５】一方、前記したパッシブ駆動型の場合にお
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いては、計測手段により得られるそれぞれのＥＬ素子に
対応するアノード電圧値に対応する情報と前記温度検出
手段から得られた情報に基づいて、各ＥＬ素子に選択的
に供給する発光駆動エネルギーを個々に制御するように
なされる。この場合、発光駆動エネルギーの制御手段と
して、前記したようにドライブ線に接続される定電流源
よりもたらされる定電流値が個々に制御される。これに
より、経年変化による個々のＥＬ素子の輝度特性の低下
の補償と共に、環境温度の変化によるＥＬ素子の発光輝
度の変動を効果的に抑制させることができる。
【００３６】
【発明の実施の形態】以下、本発明にかかる実施の形態
を図面に基づいて説明する。この種の表示パネルの駆動
手段としてはアクティブ駆動型、およびパッシブ駆動型
が知られている。まずは、本発明をアクティブ駆動型表
示パネルに採用した実施の形態について説明し、次に本
発明をパッシブ駆動型表示パネルに採用した実施の形態
について説明する。
【００３７】図１は本発明をアクティブ駆動型表示パネ
ルの駆動装置に採用した場合の基本構成を示したブロッ
ク図である。図１において、符号１はＡ／Ｄ変換回路で
あり、このＡ／Ｄ変換回路１は、アナログ映像信号の入
力を受けてデジタル映像信号データに変換する。このＡ
／Ｄ変換回路１によって変換されたデジタル映像信号デ
ータは、Ａ／Ｄ変換回路１からフレームメモリ２に供給
され、発光制御回路３の制御により書き込まれ蓄積され
る。前記発光制御回路３は入力映像信号の水平および垂
直同期信号に同期して、フレームメモリ２よりデジタル
映像信号を読み出して、書き込み回路４に当該読み出し
信号を送り出すように機能する。また、発光制御回路３
は、走査回路５を制御して書き込み回路４に書き込まれ
た画像データに対応して、表示パネル６に配列された各
有機ＥＬ素子の発光を制御するように機能する。
【００３８】前記表示パネル６は、図２に基づいて後述
するように、多数の発光素子としての有機ＥＬ素子を、
マトリックス状に配列して構成されている。そして各有
機ＥＬ素子を駆動するための駆動用ＴＦＴ（Thin Film 
Transistor）と、駆動用ＴＦＴを制御するための制御用
ＴＦＴがそれぞれの有機ＥＬ素子に対応して配置されて
いる。また、前記書き込み回路４には、表示パネル６に
配列された多数のデータ電極線７が接続されており、ま
た前記走査回路５にも、表示パネル６に配列された多数
の走査電極線８が接続されている。
【００３９】一方、この実施の形態においては前記発光
制御回路３からの指令により動作する輝度制御回路９が
備えられており、後述するように好ましい実施の形態に
おいては、輝度制御回路９より電源回路１０に対して輝
度制御信号が送られるように構成されている。そして、
電源回路１０には、表示パネル６に配列された多数の電
源制御線１１が接続されている。また、後述するように
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輝度制御回路９より書き込み回路４に対して輝度制御信
号が送られるように構成される場合もあり、さらに、輝
度制御回路９より主走査回路５に対して輝度制御信号が
送られるように構成される場合もある。
【００４０】図２はアクティブ駆動型表示パネルの基本
構成の一部を示したものである。表示パネル６には、前
記したように多数のデータ電極線７-1，７-2，……が列
方向に配列されており、また、前記データ電極線に平行
して多数の電源制御線１１-1，１１-2，……も配列され
ている。さらに多数の走査電極線８-1，８-2，……が行
方向に配列されている。そして、単位発光画素に対応す
る有機ＥＬ素子を含む回路構成においては、制御用ＴＦ
Ｔ２１、駆動用ＴＦＴ２２、キャパシタＣ１、および有
機ＥＬ素子Ｅ１が具備されている。
【００４１】すなわち、図２に示されたように制御用Ｔ
ＦＴ２１のゲートＧは、走査回路５からの行を走査する
ための走査信号が供給される走査電極線８-1に接続さ
れ、一方ＴＦＴ２１のソースＳは、書き込み回路４から
の映像データに対応した信号が供給されるデータ電極線
７-1に接続されている。さらに制御用ＴＦＴ２１のドレ
インＤは、駆動用ＴＦＴ２２の制御用電極子であるゲー
トＧに接続されると共に、キャパシタＣ１の一端に接続
されている。また、駆動用ＴＦＴ２２のドレインＤは電
源制御線１１-1に接続されており、前記キャパシタＣ１
の他端も電源制御線１１-1に接続されている。さらに、
駆動用ＴＦＴ２２の駆動用電極子であるソースＳは、有
機ＥＬ素子Ｅ１のアノード電極端子に接続されている。
そして、有機ＥＬ素子Ｅ１のカソード電極端子はアース
に接続されている。以上の構成は、表示パネル６に配列
された各有機ＥＬ素子に対応してそれぞれ同様に構成さ
れている。
【００４２】このような回路が行および列方向に複数配
列された表示パネル６の単位画素の発光制御動作は、制
御用ＴＦＴ２１のゲートＧにオン電圧が供給されると、
ＴＦＴ２１はソースＳに供給される映像データの電圧に
対応した電流をソースＳからドレインＤへ流す。このＴ
ＦＴ２１のゲートＧがオン電圧の期間に、ソースＳの電
圧に基づいた電流でキャパシタＣ１が充電される。そし
て、その充電電圧が駆動用ＴＦＴ２２のゲートＧに供給
されて、ＴＦＴ２２はそのゲート電圧と電源制御線１１
-1からの電圧に基づいた電流を有機ＥＬ素子Ｅ１に流
し、これにより有機ＥＬ素子Ｅ１は発光する。
【００４３】一方、制御用ＴＦＴ２１のゲートＧがオフ
電圧となると、ＴＦＴ２１はいわゆるカットオフとな
り、ＴＦＴ２１のドレインＤはオープン状態となる。し
たがって、駆動用ＴＦＴ２２はキャパシタＣ１に蓄積さ
れた電荷により、ゲートＧの電圧が保持される。そし
て、次の走査まで駆動用ＴＦＴ２２による有機ＥＬ素子
Ｅ１への駆動電流を維持し、これにより有機ＥＬ素子Ｅ
１の発光も維持される。
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【００４４】なお、図２における符号Ｅｘは、表示パネ
ル６の一部に形成され、表示機能として利用しない有機
ＥＬ素子であり、これは、後述するように表示パネル６
内に形成された多数の有機ＥＬ素子の動作温度を検出す
るために利用される。
【００４５】図３は図２に示したアクティブ駆動型有機
ＥＬ素子の発光輝度を個々に制御できるように構成した
駆動装置の第１の実施の形態を示したものである。な
お、図３においては、有機ＥＬ素子Ｅ１を代表としてそ
の駆動回路のみが示されている。ここで、有機ＥＬ素子
は前記したように長期の使用によって素子の物性が変化
し、素子自身の抵抗値が大きくなるという特性を有して
いる。一方、有機ＥＬ素子は電流制御発光素子、すなわ
ち前記したように電流値にほぼ比例した発光強度を示す
特性を有している。
【００４６】このために、有機ＥＬ素子のアノード電極
に終始同一の駆動電圧を供給した場合においては、経年
変化により素子自身の抵抗値が大きくなるにしたがっ
て、発光輝度が低下するという特性を呈する。したがっ
て、以下に示す実施の形態においては、有機ＥＬ素子の
抵抗値を測定し、この抵抗値の情報に基づいて、経年変
化によるＥＬ素子の発光輝度の低下を補償するように構
成されている。
【００４７】図３に示すように駆動用ＴＦＴ２２のドレ
インが接続される電源制御線１１-1には、切り換えスイ
ッチ３１が接続されている。なお、図において切り換え
スイッチ３１の概ね左側が電源回路１０として機能する
ブロックを示し、切り換えスイッチ３１の右側が概ね輝
度制御回路９として機能するブロックを示している。し
たがって、表示パネル６が発光駆動される場合において
は、この切り換えスイッチ３１は端子ａ側に接続され、
電源回路１０から駆動電圧が供給されるようになされ
る。
【００４８】一方、スイッチ３１を端子ｂ側に接続する
場合は、各ＥＬ素子の抵抗値、換言すれば各ＥＬ素子の
経年変化に基づく発光輝度の低下状態を測定するモード
になされる。この切り換えスイッチ３１の端子ｂ側には
定電流回路３２が接続されており、図に示すようにスイ
ッチ３１が端子ｂ側に接続された状態で、駆動用ＴＦＴ
２２がオン動作された場合には、ＥＬ素子Ｅ１には前記
定電流回路３２より、所定の電流が流れる。したがっ
て、この測定モードを実行する場合においては、駆動用
ＴＦＴ２２をオン動作させる際して、走査回路５からも
たらされる制御用ＴＦＴ２１のゲートＧに供給される電
圧、および書き込み回路４からもたらされるソースＳに
供給される電圧は、常に一定の条件になされ、これによ
り制御用ＴＦＴ２１のソースＳからドレインＤへ流れる
電流が一定となるように制御される。
【００４９】前記定電流回路３２の電流出力側、すなわ
ち前記スイッチ３１の端子ｂ側には、Ａ／Ｄ変換回路３
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３が接続されており、したがって、Ａ／Ｄ変換回路３３
には、ＥＬ素子Ｅ１のアノード側に対応した電圧が印加
されることになる。なお、この実施の形態においては、
Ａ／Ｄ変換回路３３に入力される電圧値は、前記駆動用
ＴＦＴ２２のオン抵抗、すなわち駆動用ＴＦＴ２２のド
レイン・ソース間のインピーダンスと、ＥＬ素子Ｅ１の
アノード・カソード間の抵抗値とが加算された合成イン
ピーダンスに対応する電圧値となる。前記した構成から
も理解できるように、これら定電流源３２およびＡ／Ｄ
変換回路３３はＥＬ素子に生成されるアノード電圧値に
関する情報を測定する計測手段を構成している。
【００５０】ここで、駆動用ＴＦＴ２２のドレイン・ソ
ース間のインピーダンスは、予め判明しており、したが
って、ＥＬ素子Ｅ１のアノード電圧値に関する情報、換
言すれば個々のＥＬ素子の抵抗値に関する情報は、Ａ／
Ｄ変換回路３３によってデジタルデータに変換され、こ
のデジタルデータは輝度補正回路３４を介して記憶手段
としての輝度情報メモリ３５に書き込まれる。この場
合、輝度情報メモリ３５にはＥＬ素子のアドレスに対応
してそれぞれのアノード電圧値に関する情報が書き込ま
れる。
【００５１】以上のようにして、例えば列に沿った各Ｅ
Ｌ素子のアノード電圧値に関する情報がＡ／Ｄ変換回路
３３によって順次測定され、それぞれのアドレスに対応
してアノード電圧値に関する情報が前記輝度情報メモリ
３５書き込まれる。また、同様に次の列に沿った各ＥＬ
素子のアノード電圧値に関する情報も同様に輝度情報メ
モリ３５書き込まれる。このようにして、表示パネル６
に配列された全てのＥＬ素子のアノード電圧値に関する
情報が輝度情報メモリ３５に書き込まれることで、計測
動作が終了する。
【００５２】次に表示パネル６を発光駆動させる場合に
は、前記した切り換えスイッチ３１は端子ａ側に接続さ
れる。そして、各データ電極線７-1，７-2，……には、
書き込み回路４からの映像データに対応した信号が供給
され、また走査電極線８-1，８-2，……には走査回路５
からの行を走査するための走査信号が供給される。そし
て、輝度補正回路３４は発光制御回路３からの映像信号
の同期信号に基づいて、輝度情報メモリ３５より、各Ｅ
Ｌ素子に対応したアノード電圧値に関する情報を読み出
す。
【００５３】輝度補正回路３４によって読み出されたＥ
Ｌ素子に対応したアノード電圧値に関する情報は、電源
回路１０を構成するＤ／Ａ変換器３６に供給されて、こ
のＤ／Ａ変換器３６においてアナログ電圧値に変換され
る。この場合のアナログ電圧値は、それぞれのＥＬ素子
の前記アノード電圧値に対応しており、アノード電圧値
の大小に応じた電圧値として生成される。このＤ／Ａ変
換器３６によって生成されたアナログ電圧値は、アナロ
グ増幅回路３７によって増幅およびインピーダンス変換
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され、切り換えスイッチ３１を介して電源供給線１１-1
に供給される。
【００５４】これにより、駆動用ＴＦＴ２２のドレイン
には、駆動用ＴＦＴ２２によって駆動されるＥＬ素子Ｅ
１における前記アノード電圧に対応した電圧値が印加さ
れる。すなわち、ＥＬ素子Ｅ１における測定時における
アノード電圧値が大きい場合には、経年変化により素子
の抵抗値が大きくなり、発光輝度が低下するものの、ア
ナログ増幅回路３７より供給される電圧値は、それに対
応して大きくなるように制御され、この結果、ＥＬ素子
Ｅ１に流れる駆動電流が増大されて発光輝度の低下が補
償される。
【００５５】前記と同様に他のＥＬ素子に対しても、映
像信号における同期信号に基づいて各ＥＬ素子のアノー
ド電圧値に対応した電圧値が、アナログ増幅回路３７よ
り供給されるので、それぞれのＥＬ素子も同様に発光輝
度の低下が補償される。この結果、各ＥＬ素子はそれぞ
れにおいて発光輝度の低下が補償され、入力映像信号に
忠実な輝度階調を表現することができる。また、前記し
たようなＲＧＢ法を利用したフルカラー表示装置におい
ては、Ｒ，Ｇ，Ｂの各素子の累積発光時間に応じた輝度
低下がそれぞれ補償されるので、使用時間の経過と共に
カラーバランスがずれるという問題を回避することがで
きる。
【００５６】以上は、経年変換に基づく各ＥＬ素子の発
光輝度の補償手段について説明したが、図３に示す電流
供給手段としての定電流源３８およびＡ／Ｄ変換回路３
９は、これに加えてＥＬ素子の動作温度を検出し、ＥＬ
素子の温度依存性を補償するように構成されている。そ
して、この実施の形態においては、表示パネル６の一部
に形成され、表示機能として利用しない前記した有機Ｅ
Ｌ素子Ｅｘが利用される。
【００５７】ここで、有機ＥＬ素子は、前記したとおり
温度依存性を有しており、高温になるほど小さい印加電
圧で発光可能な状態となり、同じ発光可能な印加電圧を
与えても、高温時は明るく低温時は暗いという特性を有
している。一方、有機ＥＬ素子の電流・輝度特性は、温
度に関係なくほぼ一定であることからすると、有機ＥＬ
素子は温度に依存する抵抗素子であるということも言え
る。すなわち、有機ＥＬ素子は温度が上昇すると抵抗値
が小さくなり、温度が低下すると抵抗値が大きくなると
いう特性を呈することになる。
【００５８】したがって、この実施の形態における温度
検出手段は、前記した有機ＥＬ素子の抵抗値の変化を検
出して、この情報を利用するようにしている。すなわ
ち、定電流源３８より表示機能として利用しない前記有
機ＥＬ素子Ｅｘに対して所定の電流が流される。そし
て、定電流源３８の電流出力側と、前記有機ＥＬ素子Ｅ
ｘのアノードとの接続点にはＡ／Ｄ変換回路３９が接続
されている。一方、前記ＥＬ素子Ｅｘのカソードはアー
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ス接続されており、したがってＡ／Ｄ変換回路３９に
は、前記ＥＬ素子Ｅｘにおける温度に依存したアノード
電圧が供給される。
【００５９】このアノード電圧は、Ａ／Ｄ変換回路によ
って温度情報としてのデジタルデータに変換され、前記
した輝度補正回路３４に供給される。輝度補正回路３４
においては、表示パネル６を発光駆動させる場合におい
て、輝度補正回路３４によって輝度情報メモリ３５から
読み出されたそれぞれのＥＬ素子に対応したアノード電
圧値に関する情報（換言すれば経時変化に基づく輝度情
報）に、温度情報も加えられる。
【００６０】そして、これらの経時変化および温度情報
に基づく輝度制御情報は、電源回路１０を構成するＤ／
Ａ変換器３６に供給される。そして、このＤ／Ａ変換器
３６によって生成されたアナログ電圧値は、アナログ増
幅回路３７によって増幅およびインピーダンス変換さ
れ、切り換えスイッチ３１を介して電源供給線１１-1に
供給される。これにより、駆動用ＴＦＴ２２によって駆
動されるＥＬ素子には、経時変化に基づく輝度特性およ
び温度情報に基づく輝度特性が補償された駆動電圧が印
加される。
【００６１】次に図４は、図２に示したアクティブ駆動
型有機ＥＬ素子の発光輝度を個々に制御できるように構
成した駆動装置の第２の実施の形態を示したものであ
る。なお、図４においては、図３で説明した構成におけ
るそれぞれ相当する部分を同一符号で示しており、した
がって、重複する説明は省略する。この図４に示した構
成における切替えスイッチ３１は、前記と同様に各ＥＬ
素子の経年変化に基づく発光輝度の低下状態を測定する
モードにおいて端子ｂ側に接続される。また、表示パネ
ル６を発光駆動させる場合においては、端子ａ側に接続
されて電源回路１０からの定電圧ＶCOM が印加される。
【００６２】一方、Ｄ／Ａ変換回路３６から得られるア
ナログ電圧値は、電圧制御増幅回路（ＶＣＡ）４１に対
して制御信号として供給される。この電圧制御増幅回路
４１には、被制御信号として書き込み回路４から供給さ
れる映像データに対応した信号が供給される。したがっ
て、書き込み回路４から供給される映像データに対応し
た信号は、Ｄ／Ａ変換回路３６から得られるアナログ電
圧値に応じて出力レベルが可変され、データ電極線７-
1，７-2，……を介して制御用ＴＦＴ２１のソースに供
給される。
【００６３】そして、走査回路５の動作によって制御用
ＴＦＴ２１のゲートＧにオン電圧が供給されると、可変
増幅回路４１によって出力レベルが調整された映像デー
タの電圧値に対応した電流を、ソースＳからドレインＤ
へ流す。これによりソースの電圧に基づいた電流でキャ
パシタＣ１が充電され、駆動用ＴＦＴ２２は、そのゲー
ト電圧と電源制御線１１-1からの定電圧ＶCOM に基づい
た電流を、有機ＥＬ素子Ｅ１に流し、有機ＥＬ素子Ｅ１
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は発光輝度が調整される。
【００６４】この図４に示した構成においても、輝度情
報メモリ３５から読み出したデータにより各ＥＬ素子の
経時変化による輝度特性の低下を補償することができ
る。また、これに加えてＥＬ素子Ｅｘにより得られる温
度情報も利用することにより、ＥＬ素子における経時変
化に基づく輝度特性および温度情報に基づく輝度特性が
補償された発光制御を実現することができる。
【００６５】図５は、図２に示したアクティブ駆動型有
機ＥＬ素子の発光輝度を個々に制御できるように構成し
た駆動装置の第３の実施の形態を示したものである。な
お、図５においては、図４で説明した構成におけるそれ
ぞれ相当する部分を同一符号で示しており、したがっ
て、重複する説明は省略する。この図５に示した構成に
おいては、輝度補正回路３４から送られる輝度補正情報
が、パルス幅変調回路４３の制御端子に供給される。そ
して、走査回路５からもたらされる走査信号は、パルス
幅変調回路４３の被制御入力端子に供給される。これに
より、走査電極線８-1には、走査信号を輝度補正情報に
基づいてパルス幅変調した信号が供給される。
【００６６】この構成によって、制御用ＴＦＴ２１のゲ
ートに加えられる走査信号の信号幅に応じて制御用ＴＦ
Ｔ２１のドレイン電流が制御され、これに基づいて駆動
用ＴＦＴ２２は、ＥＬ素子Ｅ１の点灯時間を制御する。
したがって、有機ＥＬ素子は、輝度補正回路３４から送
られる輝度補正情報に基づいて発光輝度が調整される。
この構成によると、各ＥＬ素子の測定時のアノード電圧
値の大小に応じて点灯時間の長短が制御されるので、経
時変化による輝度特性の低下を補償することができる。
【００６７】また、前記した実施の形態と同様に、これ
に加えてＥＬ素子Ｅｘにより得られる温度情報も利用す
ることにより、ＥＬ素子における前記経時変化に基づく
輝度特性および温度情報に基づく輝度特性が補償された
発光制御を実現することができる。
【００６８】なお、図３～図５の各図に示した実施の形
態においては、各ＥＬ素子の経時変化によるアノード電
圧値を計測するにあたっては、有機ＥＬ表示パネルの動
作電源をオンとする指令、または動作電源をオフとする
指令に基づいて実行されることが望ましい。なお、動作
電源をオフとする指令に基づいてアノード電圧値を計測
する場合には、電源オフ遅延手段を用い、動作電源をオ
フとする指令が入力されたときに、各アノード電圧値を
計測して輝度情報メモリ３５に書き込み、その後に動作
電源のオフ操作がなされるように構成される。
【００６９】次に図６は、本発明をパッシブ駆動型表示
パネルの駆動装置に採用した場合の構成を示したもので
ある。このパッシブ駆動方式は、単純マトリクス駆動方
式とも呼ばれており、陽極線走査回路５１と陰極線走査
回路５２と表示パネル５３とから構成される。この単純
マトリクス駆動方式における有機ＥＬ素子のドライブ方
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法には、陰極線走査・陽極線ドライブ、および陽極線走
査・陰極線ドライブの２つの方法があるが、図６に示す
形態は、陰極線走査・陽極線ドライブの形態を示してい
る。
【００７０】前記表示パネル５３においては、ドライブ
線としての陽極線Ａ1 ，Ａ2 ，……と、走査線としての
陰極線Ｂ1 ，Ｂ2 ，……とをマトリクス（格子）状に配
置し、このマトリクス状に配置された陽極線と陰極線の
各交点位置に有機ＥＬ素子Ｅ11，Ｅ12，……をそれぞれ
接続した構成とされている。そして、陽極線走査回路５
１は、各陽極線Ａ1 ，Ａ2 ，……を介して表示パネル５
３に配列された各有機ＥＬ素子Ｅ11，Ｅ12，……の陽極
（アノード）に接続されており、また陰極線走査回路５
２は、各陰極線Ｂ1 ，Ｂ2 ，……を介して表示パネル５
３に配列された各有機ＥＬ素子Ｅ11，Ｅ12，……の陰極
（カソード）に接続されている。
【００７１】陰極線走査回路５２は、スイッチＳ21，Ｓ
22，……を映像信号の同期信号に対応させて一定時間間
隔で順次アース端子側へ切り換えながら走査することに
より、陰極線Ｂ1 ，Ｂ2 ，……に対してアース電位（０
Ｖ）が順次与えられる。また、陽極線ドライブ回路５１
は、前記陰極線走査回路５２のスイッチ走査に同期し
て、映像データに基づき各スイッチＳ11，Ｓ12，……を
オン・オフ制御することにより陽極線Ａ1 ，Ａ2 ，……
に定電流駆動源としての定電流源５１-1，５１-2，……
を接続し、所望の交点位置の有機ＥＬ素子に駆動電流を
供給するようになされる。
【００７２】例えば、有機ＥＬ素子Ｅ11を発光させる場
合を例にとると、図６に示されたように、陰極線走査回
路５２のスイッチＳ21のみがアース側に切り換えられ、
第１の陰極線Ｂ1 にアース電位が与えられる。この時、
陽極線ドライブ回路５１のスイッチＳ11をオン動作させ
ることにより、定電流源５１-1より陽極線Ａ1 を介して
有機ＥＬ素子Ｅ11のアノードに定電流を印加させること
ができ、これにより有機ＥＬ素子Ｅ11を発光させること
ができる。
【００７３】なお、走査中の陰極線Ｂ1 以外の他の陰極
線Ｂ2 ，Ｂ3 ，……には逆バイアス電圧＋Ｖを印加する
ことにより、点灯制御される有機ＥＬ素子Ｅ11以外のＥ
Ｌ素子が、誤発光するのを防止するように構成されてい
る。したがって、この様な走査とドライブとを高速で繰
り返すことにより、任意の位置の有機ＥＬ素子を発光さ
せると共に、各有機ＥＬ素子があたかも同時に発光して
いるようになされる。
【００７４】前記した構成のパッシブ駆動型表示パネル
の駆動装置においては、各定電流源５１-1，５１-2，…
…と、各陽極線Ａ1 ，Ａ2 ，……との接続点にスイッチ
Ｓ31，Ｓ32，……が接続されている。そして、これらの
スイッチＳ31，Ｓ32，……は、スイッチ駆動回路５５に
よって、陽極線走査回路５１における各スイッチＳ11，
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Ｓ12，……の開閉に同期して開閉制御されるように構成
されている。
【００７５】そして、各スイッチＳ31，Ｓ32，……のオ
ン状態における出力は、アースに接続されている状態の
いずれかの陰極線Ｂ1 ，Ｂ2 ，……に対応した各有機Ｅ
Ｌ素子Ｅ11，Ｅ12，……のアノード電圧として取り出す
ことができる。これら各スイッチＳ31，Ｓ32，……のオ
ン状態における出力は、サンプル・ホールド回路５６に
供給される。なお、図６においては各スイッチＳ31，Ｓ
32，……と、サンプル・ホールド回路５６との間には、
１本の接続線が示されているが、各スイッチＳ31，Ｓ3
2，……からは独立してサンプル・ホールド回路５６に
接続線が接続されている。したがって、サンプル・ホー
ルド回路５６には、オン状態にある各スイッチＳ31，Ｓ
32，……を介して、それに対応したＥＬ素子のアノード
電圧が供給され、ホールドされる。
【００７６】この構成により、発光駆動される各ＥＬ素
子に対応して、当該ＥＬ素子のアノード電圧がホールド
される。このアノード電圧は、前記したようにＥＬ素子
の経時変化による輝度情報として利用することができ
る。そこで、サンプル・ホールド回路５６によってホー
ルドされた情報は、昇圧回路５７に供給される。この昇
圧回路５７は、直流電源５８より供給される直流電圧
を、各ＥＬ素子のアノード電圧に基づいて直流出力電圧
を可変するＤＣ／ＤＣコンバータを構成している。
【００７７】これにより、昇圧回路より出力される直流
電圧ＶＨは、陽極線ドライブ回路５１における各定電流
源５１-1，５１-2，……に与えられ、当該各定電流源５
１-1，５１-2，……における出力電流を可変するように
機能する。なお、図６においてはサンプル・ホールド回
路５６から昇圧回路５７に至る信号線、および昇圧回路
５７、さらに昇圧回路５７から各定電流源５１-1，５１
-2，……に至る信号線は、それぞれ１つの構成で示され
ているが、これらは各陽極線Ａ1 ，Ａ2 ，……に対応し
て複数組具備される。
【００７８】したがって、前記した構成によると点灯状
態における各ＥＬ素子のアノード電圧に対応して、定電
流源５１-1，５１-2，……の電流値が個々に制御され
る。これにより、点灯状態の各ＥＬ素子の経時変化によ
る輝度特性の低下を補償することができる。なお、図６
に示した構成によると、各ＥＬ素子の点灯初期状態でア
ノード電圧を測定し、その測定値に基づいて、これをド
ライブする電流値を可変するようにしているが、図３～
図５に示した構成のように、有機ＥＬ表示パネルの動作
電源をオンとする指令、または動作電源をオフとする指
令を受けたときに、計測モードに設定され、各ＥＬ素子
のアノード電圧を測定して、一旦輝度情報メモリに蓄積
させるようにしてもよい。この場合には、前記サンプル
・ホールド回路５６内に輝度情報メモリを備えるか、外
付けとして同メモリを備えることになる。 *
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*【００７９】以上は、パッシブ駆動方式を採用した表示
パネルにおいて、経年変化に基づく各ＥＬ素子の発光輝
度の補償手段について説明したが、図３～図５の実施の
形態において説明したように、表示機能として利用しな
い有機ＥＬ素子Ｅｘを利用して温度検出手段を構成し、
この情報を利用するようにも構成することができる。こ
の場合においても、定電流源３８より前記有機ＥＬ素子
Ｅｘに対して所定の電流が流される。そして、定電流源
３８の電流出力側と、前記有機ＥＬ素子Ｅｘのアノード
との接続点に接続されたＡ／Ｄ変換回路５９の出力デー
タが、前記昇圧回路５７に加えられる。
【００８０】この昇圧回路５７においては、ＥＬ素子に
対応したアノード電圧値に関する情報（経時変化に基づ
く輝度情報）に、温度情報も加えられ、各定電流源５１
-1，５１-2，……における出力電流を可変するように構
成される。この結果、ＥＬ素子における経時変化に基づ
く輝度特性および温度情報に基づく輝度特性が補償され
た発光制御を実現することができる。
【００８１】なお、前記した実施の形態においては、温
度変化に基づく輝度特性の補償手段として、表示機能と
して利用しない有機ＥＬ素子Ｅｘを利用した構成を示し
ているが、この発明においてはこれに代えて他の温度感
応素子を利用することもできる。図７は温度感応素子と
してサーミスタを利用した例を示している。
【００８２】この図７に示す構成においては、電源ＶB 
とアース間に抵抗Ｒ1 ，半固定抵抗Ｒ2 ，サーミスタＲ
3 が直列に接続されており、前記抵抗Ｒ1 と半固定抵抗
Ｒ2との接続点に、ｎｐｎトランジスタＴＲ1 のベース
が接続されている。一方、トランジスタＴＲ1 のコレク
タは電源ＶB に接続されており、そのエミッタは抵抗Ｒ
4 を介してアースに接続されている。そして、トランジ
スタＴＲ1 のエミッタが出力端子を構成している。
【００８３】前記サーミスタは周知のとおり温度に応じ
て抵抗値が変化する特性を有しており、したがってトラ
ンジスタＴＲ1 のベースには、温度に応じた分圧電圧が
印加される。そしてエミッタフォロアを構成するトラン
ジスタＴＲ1 のエミッタより温度情報としての直流電圧
が引き出される。この直流電圧は適宜Ａ／Ｄ変換回路に
よりデジタルデータに変換され、図３～図５に示す輝度
補正回路３４、または図６に示す昇圧回路５７に供給す
ることで、前記と同様の作用を有する温度変化に基づく
輝度特性の補償手段を構成することができる。
【００８４】
【発明の効果】以上の説明で明らかなように、本発明に
かかる有機ＥＬ表示パネルの駆動装置によると、各有機
ＥＬ素子の経時変化による輝度特性の低下を個々に補償
することができる。これに加えて、温度情報に基づく輝
度特性が補償された発光制御を実現することもできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明をアクティブ駆動型表示パネルの駆動装
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置に採用した場合の基本構成を示したブロック図であ
る。
【図２】アクティブ駆動型表示パネルの構成例を示した
結線図である。
【図３】図２に示した表示パネルにおける有機ＥＬ素子
の発光輝度を制御できるように構成した駆動装置の第１
の実施の形態を示した結線図である。
【図４】同じく、第２の実施の形態を示した結線図であ
る。
【図５】同じく、第３の実施の形態を示した結線図であ
る。
【図６】本発明をパッシブ駆動型表示パネルの駆動装置
に採用した場合の構成例を示した結線図である。
【図７】温度検出手段の例を示した結線図である。
【図８】有機ＥＬ素子を等価的に表した電気回路図であ
る。
【図９】有機ＥＬ素子の諸特性を示した特性図である。
【符号の説明】
１，３３，３９，５９            Ａ／Ｄ変換回路
２                              フレームメモリ
３                              発光制御回路
４                              書き込み回路
５                              走査回路
６，５３                        表示パネル
７，７-1，７-2，…              データ電極線
８，８-1，８-2，…              走査電極線 *
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*９                              輝度制御回路
１０                            電源回路
１１，１１-1，１１-2，…        電源制御線
２１                            制御用ＴＦＴ
２２                            駆動用ＴＦＴ
３２，３８，５１-1，５１-2，…  定電流源
３４                            輝度補正回路
３５                            輝度情報メモリ
３６                            Ｄ／Ａ変換回路
３７                            アナログ増幅回路
４１                            可変増幅回路
４３                            パルス幅変調回路
５１                            陽極線走査回路
５２                            陰極線走査回路
５５                            スイッチ駆動回路
５６                            サンプル・ホールド
回路
５７                            昇圧回路
Ａ1 ，Ａ2 ，…                  陽極線
Ｂ1 ，Ｂ2 ，…                  陰極線
Ｃ１                            キャパシタ
Ｅ１，Ｅ11，Ｅ12，…            有機ＥＬ素子
Ｅｘ                            温度検出用有機ＥＬ
素子
Ｒ3                             サーミスタ

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种驱动装置，其能够补偿由于随着时间的推移而
改变的有机EL显示装置的亮度特性的劣化。解决方案：通过将开关31连
接到b侧，经由驱动TFT由恒流源32驱动有机EL元件E1。然后，通过AD
转换器电路33将对应于有机EL元件E1的阳极电压值的值转换为数字数
据。该数据由于随着时间的推移而变为用于有机EL元件E1的亮度特性信
息。当驱动显示面板6发光时，开关31连接到a侧，有机EL元件E1由模拟
放大器的驱动电压驱动。当时，存储在亮度信息存储器35中。电路37基
于从亮度信息存储器35读出的亮度特性信息。因此，可以补偿由于随着
时间的流逝而改变的有机EL元件的亮度特性的劣化。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/8b2dea14-a384-49fd-8082-52d1526ea763
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018893632/publication/JP2002229513K1?q=JP2002229513K1

